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第５号 

今回は、皆さんに最も身近な の処理

についてのお知らせです。  

例年６月から８月にかけては、１年間で最も可燃ごみの排出量が増える時期

です。ごみの減量にご協力ください。 

また、気温が高いこの時期は、可燃ごみが早く腐敗することによる臭いや、

カラスや動物によるごみの散乱などの問題も発生します。 

ごみステーションの近隣住民の皆さんの迷惑にならないよう、可燃ごみは

ルールをきちんと守って出しましょう。 

 

可燃ごみを出すときのルールって何？ 

① 必ず指定袋に入れて出しましょう。（レジ袋、ダンボール等では出せません。） 

② 収集日の決められた時間までに出しましょう。（収集時間は一定ではありま

せん。決められた時間（昼間収集地区は 8 時、夜間収集地区は 22 時）以降

に出すと、収集が終わっていることがあります。また、ごみの散乱を招くこと

になるため、収集日以外に出すのはやめましょう。） 

③ 指定されたごみステーションに出しましょう。（ごみステーションは近隣住民の

皆さんの協力により管理されています。） 裏面へ☞ 
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①         を出さないようにしましょう。 

☆ 食べ残しを減らす 

☆ 調理くずを減らす 

☆ 残っている食材から使う など 

② 生ごみの水切りをしましょう。 

③ 可燃ごみに資源ごみを混入しないようにしましょう。 

紙類、プラスチック製容器包装、ペットボトル等は、分別して資源ごみとして

出しましょう。 

ほかに気を付けることは？ 

・可燃ごみに液体は出せません。 

・シュレッダーくずは、収集時に袋が破裂しないよう袋の 

空気を抜いて出してください。 

・紙オムツ類は、汚物を処理して出してください。 

・剪定枝は、長さ 50cm・太さ 20cm 以下に切って袋に入れて出してください。

それ以上の大きさのもの（ただし、長さ2ｍ・太さ20ｃｍ以下のものに限る。）

はひもやロープで束ねて粗大ごみへ出してください。 

 

 

可燃ごみを減らすには、どうすればいいの？ 


